
一般質問❶ 令和4年12月定例会一般質問 多 古 町 政 を 問 う問

移
住
・
定
住
促
進
に
向
け
て

問
国
が
費
用
の
１
０
０
％
を
負
担

し
、
自
治
体
が
委
嘱
す
る
地
域
お

こ
し
協
力
隊
へ
の
対
応
に
つ
い
て
、
採
用

す
る
時
の
事
前
準
備
と
し
て
、
各
課
で
検

討
会
議
を
開
い
て
い
る
の
か
、
ま
た
、
委

嘱
の
際
に
ど
の
よ
う
な
指
示
を
し
た
の
か

伺
い
ま
す
。

企
画
政
策
課
長
採
用
前
に
会
議
を

行
い
、
面
接
時
に

は
、
や
り
た
い
こ
と
の
聞
き
取
り
を
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
隊
員
と
は
月
に
一
度
の

会
議
で
活
動
内
容
な
ど
に
つ
い
て
、
打
ち

合
わ
せ
を
し
て
い
ま
す
。

問
ほ
か
の
自
治
体
で
は
、
事
前
に
業

務
を
決
め
た
段
階
で
採
用
し
、
職

員
と
一
緒
に
仕
事
を
さ
れ
て
い
る
そ
う
で

す
。
本
町
の
今
の
状
態
で
は
、
協
力
隊
の

存
在
や
実
績
も
周
知
さ
れ
ず
、
隊
員
と
地

域
の
つ
な
が
り
、
町
へ
の
愛
着
の
形
成
も

難
し
い
と
思
い
ま
す
。
任
期
後
も
住
み
続

け
て
も
ら
う
た
め
に
、
各
部
署
へ
配
属
し

職
員
と
と
も
に
活
動
し
て
い
た
だ
く
べ
き

で
は
な
い
で
す
か
。

町
長
観
光
ま
ち
づ
く
り
機
構
の
業
務

に
従
事
し
な
が
ら
、
各
々
の
能

力
を
生
か
し
た
独
自
の
事
業
を
展
開
し
、

地
域
と
も
交
流
・
連
携
し
て
い
ま
す
。

問
観
光
ま
ち
づ
く
り
機
構
で
の
イ
ベ

ン
ト
開
催
業
務
も
、
最
終
的
に
は

移
住
促
進
に
よ
る
人
口
増
加
が
目
的
だ
と

思
い
ま
す
が
、
移
住
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
移
住
相
談
実
績
を
伺
い
ま
す
。

企
画
政
策
課
長
移
住
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
が
相
談

を
受
け
、
実
際
に
移
住
さ
れ
た
方
が
2
組

で
す
。
現
在
、
移
住
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

独
自
で
も
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

問
移
住
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
ま
と

め
役
や
民
間
の
不
動
産
会
社
と
の

中
学
生
デ
マ
ン
ド
利
用
の
今
後
は

問
循
環
バ
ス
久
賀
ル
ー
ト
廃
止
に
よ

る
中
学
生
の
通
学
の
代
替
案
と
し

て
、
有
料
の
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
が
示
さ

れ
ま
し
た
。
有
料
で
の
試
行
運
行
の
対
応

に
つ
い
て
、
保
護
者
の
方
々
か
ら
切
実
な

メ
ー
ル
が
担
当
課
や
町
長
あ
て
に
何
通
も

届
い
た
は
ず
で
す
。
確
認
さ
れ
、
返
信
は

さ
れ
ま
し
た
か
。

町
長
確
認
は
し
て
い
ま
す
。
さ
ま
ざ

ま
な
ご
意
見
を
認
識
し
ま
し
た
。

企
画
政
策
課
長
原
則
的
に
は
ご
意

見
と
し
て
承
り
、

個
別
の
返
信
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

問
子
育
て
支
援
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
を
掲
げ

る
町
で
す
が
、
子
育
て
環
境
が
さ
ら

に
充
実
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
た
保
護

者
の
方
々
は
失
望
し
て
い
ま
す
。
デ
マ
ン

ド
タ
ク
シ
ー
を
中
学
生
に
有
料
で
使
わ
せ

る
こ
と
に
対
す
る
町
長
の
お
考
え
を
伺
い

ま
す
。

町
長
中
学
生
の
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー

の
有
料
化
に
つ
い
て
は
、
高
齢

者
と
同
様
の
受
益
者
負
担
の
考
え
に
則
り
、

進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

連
携
な
ど
、
今
後
移
住
相
談
窓
口
は
早
急

に
必
要
で
す
。
魅
力
発
信
交
流
館
で
あ
る

「
た
こ
ら
ぼ
」
に
設
置
し
、
年
間
１
０
０

件
以
上
の
移
住
相
談
に
対
応
す
る
担
当
者

を
作
る
べ
き
で
は
な
い
で
す
か
。

企
画
政
策
課
長
移
住
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
が
常
時

メ
ー
ル
な
ど
で
相
談
に
対
応
し
て
い
ま

す
。
今
後
、
窓
口
の
設
置
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

問
約
１
億
円
も
の
改
修
費
用
を
か
け

た
「
た
こ
ら
ぼ
」
に
は
、
一
度
も

来
館
さ
れ
た
こ
と
の
な
い
方
が
た
く
さ
ん

い
ま
す
。
多
世
代
に
わ
た
り
多
く
の
町
民

の
方
々
が
利
用
し
や
す
く
、
行
き
や
す
い

施
設
に
変
え
る
取
り
組
み
を
す
べ
き
で
は

な
い
で
す
か
。

町
長
来
年
度
、
道
の
駅
第
2
駐
車
場

の
と
こ
ろ
を
整
備
し
、
物
販
や

6
次
産
業
化
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
ス
ペ
ー
ス

を
備
え
た
全
世
代
型
、
特
に
若
い
世
代
を

意
識
し
た
拠
点
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

賛成…○　反対…×　欠席…欠　退席…退

賛成…○　反対…×　欠席…欠　退席…退

（議長は採決に加わりません）

（議長は採決に加わりません）

審議結果〈12月定例会〉

審議結果〈10月臨時会〉

議案
番号

件名と主な内容
（件名は一部省略しています）

議席番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 議長

議
決
結
果

萩
原
　
宏
紀

佐
藤
　
利
治

橋
本
　
孝
之

行
橋
　
千
春

飯
田
　
良
一

鵜
澤
　
　
茂

佐
藤
　
幸
三

菅
澤
　
博
隆

菅
澤
　
　
環

髙
坂
　
恭
子

土
井
　
秀
敏

土
井
　
清
司

石
渡
　
悦
子

勝
又
　
一
徳

議案
第１号

職員の給与に関する条例及び任期付職員の採用等に関する条例の一部改正
…県人事委員会の勧告に基づき、給与改定の実施および高齢職員の昇給制
度における昇給停止措置を行うもの。

可決
賛 12・否 0

○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第 2 号 特別職の職員の給与及び旅費に関する条例の一部改正…県人事委員会の勧
告に基づき、一般職と同様に給与改定を行うもの。

可決
賛 12・否 0

○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第 3 号
議会議員及び長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例の一部改
正…公職選挙法施行令の一部改正に伴い、公費負担額単価の引き上げを行
うもの。

可決
賛 12・否 0

○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第 4 号
税条例等の一部改正…地方税法等の一部改正に伴い、町民税における給与
所得者及び公的年金等受給者の扶養親族等申告書への記載事項などに係る
改正を行うもの。

可決
賛 12・否 0

○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第 5 号 私債権の管理に関する条例制定…私債権（給食費、水道料金など）の管理
に関し必要な事項を定めるもの。

可決
賛 12・否 0

○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第 6 号 農業集落排水事業の設置等に関する条例制定…特別会計による扱いから、
公営企業会計へ移行するために必要な新たな条例を定めるもの。

可決
賛 12・否 0

○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第 7 号
農業集落排水事業分担金徴収条例及び農業集落排水処理施設の設置及び管
理に関する条例の一部改正…公営企業会計へ移行することに伴い、条文中
の表記を改めるもの。

可決
賛 12・否 0

○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第 8 号
一般会計補正予算（第 6 号）…中学生の通学を支援するためのデマンドタ
クシー試行運行委託料 70 万 3 千円など合計 6,426 万 5 千円を追加し、補
正後の予算総額を 78 億 3,706 万円とするもの。

可決
賛 7・否 5

○ × × × 欠 ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ －

第 9 号 学校給食センター事業特別会計補正予算（第 2 号）…物価高騰に伴い、給
食原材料 250 万円を追加し、補正後の予算総額を 1 億 8,263 万円とするもの。

可決
賛 12・否 0

○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第 10 号
国民健康保険事業特別会計補正予算（第 3 号）…高額療養費 1,500 万円な
ど合計 1,526 万 6 千円を追加し、補正後の予算総額を 18 億 2,618 万 8 千円
とするもの。

可決
賛 12・否 0

○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第 11 号
介護保険事業特別会計補正予算（第 3 号）…高額介護サービス費 580 万 
8 千円など合計 2,189 万 3 千円を追加し、補正後の予算総額を 16 億 9,546
万 3 千円とするもの。

可決
賛 12・否 0

○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第 12 号 後期高齢者医療特別会計補正予算（第 1 号）…県人事委員会の勧告に基づき、
職員給10 万円を追加し、補正後の予算総額を2 億 2,115万1千円とするもの。

可決
賛 12・否 0

○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第 13 号

国保多古中央病院事業会計補正予算（第 4 号）…収益的収入に県補助金な
ど合計 1 億 2,587 万 7 千円を追加し、予定額の総額を 27 億 8,023 万 4 千円 
とするもの。資本的収入および支出に県補助金など合計 72 万円を追加し、
補正後の予定額の総額を資本的収入 2 億 6,592 万 4 千円、支出 3 億 7,000 万
5 千円とするもの。

可決
賛 12・否 0

○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第 14 号

水道事業会計補正予算（第 3 号）…収益的支出に人件費不足分 40 万円を
追加し、補正後の予定額の総額を 3 億 5,223 万 5 千円とするもの。資本的
支出に建設改良工事 1,197 万 9 千円を追加し、補正後の予定額の総額を
1 億 8,590 万円とするもの。

可決
賛 12・否 0

○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

請願
第 4 号

インボイス制度の実施を延期するよう求める請願書…令和 5 年 10 月 1 日か
ら開始される「消費税インボイス制度」の実施を延期するよう要望するもの。

請願者　千葉土建佐原支部多古分会　分会長　山倉良一

採択
賛 12・否 0

○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

発議案
第 7 号

インボイス制度の実施を延期するよう求める意見書…請願第 4 号の採択を
踏まえ、その趣旨に沿い関係行政官庁に意見書を提出するもの。

発議者　佐藤幸三議員ほか 5 名

可決
賛 12・否 0

○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案
番号

件名と主な内容
（件名は一部省略しています）

議席番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 議長

議
決
結
果

萩
原
　
宏
紀

佐
藤
　
利
治

橋
本
　
孝
之

行
橋
　
千
春

飯
田
　
良
一

鵜
澤
　
　
茂

佐
藤
　
幸
三

菅
澤
　
博
隆

菅
澤
　
　
環

髙
坂
　
恭
子

土
井
　
秀
敏

土
井
　
清
司

石
渡
　
悦
子

勝
又
　
一
徳

議案
第 1 号

一般会計補正予算（第 5 号）…町独自に実施する 4 つの支援事業（高齢者
生活応援給付金、子育て世帯生活応援給付金、中小企業等応援給付金、介
護事業所等支援給付金）1 億 725 万円など合計 2 億 7,359 万 7 千円を追加
し、補正後の予算総額を 77 億 7,279 万 5 千円とするもの。

可決
賛 13・否 0

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第 2 号

国保多古中央病院事業会計補正予算（第 3 号）…一般会計からの繰入金
（原油の価格高騰に伴う電気料金増加分の一部について補助を受けるもの）

500 万円を追加し、補正後の予定額の総額を収益的収入 26 億 5,435 万
7 千円とするもの。

可決
賛 13・否 0

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第 3 号
水道事業会計補正予算（第 2 号）…一般会計からの繰入金（原油の価格高
騰に伴う電気料金増加分の一部について補助を受けるもの）200 万円追加
し、補正後の予定額の総額を収益的収入 3 億 5,614 万 4 千円とするもの。

可決
賛 13・否 0

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

※ 9 月定例会より継続審査としていた請願第 3 号 「インボイス制度の実施を中止するよう求める請願書」については、請願者より取り下げの申し出がされ、議会において承認されました。

地域おこし協力隊の今後は

循環バス廃止後の方向性は

5 2023.1.25 vol.107 多古町議会だより 42023.1.25 vol.107 多古町議会だより

各
々
の
能
力
を
生
か
し
た
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

答

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
動
は
。

問

所要時間 61
分

菅澤 環 議員


